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２．資本業務提携の内容（予定） 

 （１）資本提携の内容 

当社が、SS 社の発行済株式の 60％程度を保有することで、顧客基盤、優秀な人材確保等の経営資源を

共 

有し経営の効率化を追求し、両社の強みを提供しあうことで企業価値向上を図ってまいります。 

 

 （２）業務提携の内容 

当社グループの B to B プラットフォームの市場参加者に対する積極的活動や、B に対するソリュー

ショ 

ン提案をより強固にするため SS 社の持つクラウドソーシングを活用することで既存事業の成長と新規の

創 

出を目指してまいります。 

 

 

３．資本業務提携先の概要 

(1)名 称 株式会社スマートソーシング 

(2) 所 在 地 東京都港区六本木一丁目６番１号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 池永 正宏  

(4) 事 業 内 容 インターネット広告代理事業及び中古車販売事業 

(5) 資 本 金 10,000千円 

(6) 設 立 年 月 日 平成24年５月９日  

(7) 大株主及び持株比率 
エレメンツキャピタルピーイー投資組合 40％（80株） 

池永 正宏 35％（70株）  

(8) 当 社 と の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はございません。 

人 的 関 係 該当事項はございません。 

取 引 関 係 該当事項はございません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はございません。 

(9) 当該会社の最近3年間の経営成績及び財政状態  

決算期 平成25年９月期  平成26年９月期  平成27年９月期  

純 資 産 23,033千円 18,025千円 15,286千円 

総 資 産 55,333千円 48,398千円 78,035千円 

１ 株 当 た り 純 資 産 115,167円 87銭 90,128円 14銭 76,431円 74銭 

売 上 高 84,424千円 161,921千円 254,083千円 

営 業 利 益 9,637千円 △8,167千円 168千円 

経 常 利 益 9,640千円 △8,161千円 109千円 

当 期 純 利 益 7,143千円 △5,007千円 45千円 

１株当たり当期純利益 35,716円 07銭 △25,039円 72銭 228円 11銭 

１ 株 当 た り 配 当 金 0円 0円 0円 

 

 

４．取得株式数及び取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権の所有割合：0％） 

(2) 取 得 株 式 数 
120株 

（議決権の数：120個） 
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(3) 異動後の所有株式数 

120株 

（議決権の数：120個） 

（議決権の所有割合：60.0％） 

(4) 取 得 価 格 

取得価格につきましては、株式譲渡先との合意により非公表とさせていただきま

す。なお、取得価格は第三者機関の評価算定報告書を勘案し、双方協議の上、合理

的な調整のもとに算定し、社外取締役及び社外監査役を含む当社取締役会において

公正かつ妥当であると判断し、その合理性についても担保されていると認識してお

ります。 

 

 

５．日 程 

(1) 取 締 役 会 決 議 日 平成28年３月30日 

(2) 基 本 合 意 締 結 日 平成28年３月30日 

(2) 契 約 締 結 日 平成28年４月28日（予定） 

(3) 株 式 譲 渡 実 行 日 平成28年４月28日（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

本件株式取得による 平成28年９月期の当社連結業績への影響については、本提携の具体的な影響が明らかに

なり次第、適宜開示する予定であります。 

 

（参考）当期業績予想（平成27年11月13日公表分）及び前期実績 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想 

（平成28年９月期） 
2,101百万円 223百万円 250百万円 237百万円 

前期実績 

（平成27年９月期） 
1,507百万円 171百万円 172百万円 201百万円 

 

以 上 

 


